
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
検査対象であるワーク（１００）を内部に収納するとともに、電波を遮蔽可能なシールド
ボックスであって、
開口部（１０ａ）を有する筐体（１０）と、
前記開口部（１０ａ）を開閉する蓋（１１）と、
前記蓋（１１）と一体的に設けられているとともに前記筐体（１０）内を移動し、前記ワ
ーク（１００）が固定されるワーク保持部（１２）と、
前記筐体（１０）内に設けられ、前記ワーク保持部（１２）を案内する案内部（１３）と
、
前記筐体（１０）内に設けられ、前記ワーク（１００）と接続されるコネクタ（１４）と
を備え、
前記ワーク保持部（１２）が前記案内部（１３）に沿って移動し、前記蓋（１１）によっ
て前記開口部（１０ａ）が閉塞されると同時に、前記ワーク保持部（１２）に固定された
前記ワーク（１００）と前記コネクタ（１４）とが接続されることを特徴とするシールド
ボックス。
【請求項２】
前記筐体（１０）内には、エア接続による測定用のアンテナが配置されていることを特徴
とする請求項１に記載のシールドボックス。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯電話等の検査に用いられるシールドボックスに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、携帯電話の調整、検査において、外部からの電波および携帯電話自身が発生す
る電波を遮蔽するためにシールドボックスが用いられている。このようなシールドボック
スとして、特開平９－２６４９１６号公報、特開２０００－１１４７６５号公報に記載さ
れているものがある。
【０００３】
このようなシールドボックスについて図３に基づいて説明する。図３は従来のシールドボ
ックスの構成を示している。シールドボックスは、筐体Ｊ１０、蓋Ｊ１１、コネクタＪ１
２を備えている。このような構成のシールドボックスでは、まず、携帯電話Ｊ１００とコ
ネクタＪ１２とを接続し、携帯電話Ｊ１００を筐体Ｊ１０内の所定位置に配置する。次に
、蓋Ｊ１１を閉じて電波漏れがないように遮蔽した後で、携帯電話Ｊ１００の調整、検査
を行う。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来技術のシールドボックスでは、蓋Ｊ１１の開閉とコネクタＪ１２の着脱とを別々
に行う必要があるため、時間がかかり作業性が悪化するという問題があった。
【０００５】
また、蓋Ｊ１１からの電波漏れ対策のためと、筐体Ｊ１１内のアンテナ（図示せず）と携
帯電話Ｊ１００のアンテナとのエア接続を行う場合に、安定して測定を行うためには、筐
体Ｊ１０内における携帯電話Ｊ１００の位置を固定する必要がある。ところが、上記従来
技術のシールドボックスではワーク位置決め機構がないため、ワークの位置ずれにより安
定したシールド性能を発揮できず、エア接続による測定時に不具合が生じることがあった
。
【０００６】
本発明は、上記点に鑑み、蓋の開閉およびコネクタ着脱に要する作業工数を低減し、さら
にエア接続による測定時の安定したシールド性能の確保が可能なシールドボックスを提供
することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明では、検査対象であるワーク（１００）
を内部に収納するとともに、電波を遮蔽可能なシールドボックスであって、開口部（１０
ａ）を有する筐体（１０）と、開口部（１０ａ）を開閉する蓋（１１）と、蓋（１１）に
設けられているとともに筐体（１０）内を移動し、ワーク（１００）が固定されるワーク
保持部（１２）と、筐体（１０）内に設けられ、ワーク保持部（１２）を案内する案内部
（１３）と、筐体（１０）内に設けられ、ワーク（１００）と接続されるコネクタ（１４
）とを備え、ワーク保持部（１２）が案内部（１３）に沿って移動し、蓋（１１）によっ
て前記開口部（１０ａ）が閉塞されると同時に、ワーク保持部（１２）に固定されたワー
ク（１００）とコネクタ（１４）とが接続されることを特徴としている。
【０００８】
このような構成により、ワーク（１００）をワーク保持部（１２）に置いてスライドさせ
るだけで、シールドボックスの蓋（１１）を閉める動作と、ワーク（１００）およびコネ
クタ（１４）との接続とが同時に完了するため、工数が低減し作業性を向上させることが
できる。
【０００９】
また、ワーク保持部１２により筐体１０内でワーク１００の位置が固定されるため、請求
項２に記載の発明のように筐体（１０）内にエア接続による測定用のアンテナが配置され
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ている場合には、エア接続による測定時に安定したシールド性能を確保でき、測定を安定
して行うことができる。
【００１０】
なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関係
を示すものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態について図１、図２に基づいて説明する。図１は、本実施形態の
シールドボックスの全体構成を示す透視斜視図であり、図２はシールドボックスの側面図
である。本実施形態のシールドボックスは、検査対象である携帯電話やＰＨＳといったワ
ーク１００を内部に収納して電波を遮蔽するものであり、ワーク１００のＲＦ特性等を検
査する際に用いられるものである。
【００１２】
図１に示すように、シールドボックスは、開口部１０ａを有する筐体１０と開口部１０ａ
を開閉する蓋１１を備えている。筐体１０および蓋１１は導電性の高い材料、例えばアル
ミニウム板から構成され、外部からの電波およびワーク１００が発生する電波をシールド
できるようになっている。
【００１３】
蓋１１には、ワーク１００を固定するためのワーク保持部１２が一体的に設けられている
。ワーク保持部１２は、ワーク１００を傷つけない材質であればよく、本実施形態では樹
脂材料を用いている。ワーク保持部１２は、ワーク１００を固定可能な治具として構成さ
れている。ワーク保持部１２は、筐体開口部１０ａから筐体１０内に挿入され、筐体１０
内を移動する。ワーク保持部１２が移動することにより、蓋１１が筐体開口部１０ａを開
閉する。
【００１４】
筐体１０の内部には、ワーク保持部１２を案内するためのガイドレール部（案内部）１３
が設けられている。レール部１３はワーク保持部１２の移動方向に形成されており、ワー
ク保持部１２はレール部１３に案内されて筐体１０内をスライド移動する。
【００１５】
筐体１０内におけるレール部１３の終端部には、ワーク１００に接続されるコネクタ１４
が設けられている。コネクタ１４は、ケーブルを介して外部の検査装置に接続されている
。コネクタ１４は、筐体１０内部において、蓋１１が開口部１０ａを閉塞したときに、ワ
ーク保持部１２に固定されたワーク１００と接続可能な位置に配置されている。すなわち
、ワーク１００をワーク保持部１２に固定したときに、ワーク１００とコネクタ１４との
間の距離と、蓋１１と開口部１０ａとの間の距離とが同じになっている。
【００１６】
また、図１、図２では図示を省略しているが、筐体１０内にはワーク１００と電気的に非
接触状態の空間で各種測定を行うためのエア測定用のアンテナが配置されている。エア測
定用のアンテナは、ワーク１００から放射される電波を受信可能に構成されている。
【００１７】
上記構成のシールドボックスにワーク１００を収納する手順を以下に述べる。まず、ワー
ク保持部１２を筐体１０から引き出した状態で、ワーク１００をワーク保持部１２に固定
する。次に、蓋１１を筐体開口部１０ａを閉塞する方向に押し込む。これにより、ワーク
保持部１２がレール部１２に沿って移動する。蓋１１が開口部１０ａを閉塞するまで、ワ
ーク保持部１２を移動させる。蓋１１が開口部１０ａまで到達したときにワーク１００が
コネクタ１４に到達し、蓋１１によって開口部１０ａが閉塞されると同時に、ワーク１０
０とコネクタ１４とが接続される。このとき、ワーク１００は、ワーク保持部１２により
筐体１０内部において固定された状態にある。
【００１８】
以上の構成によれば、ワーク１００をワーク保持部１２に置いてスライドさせるだけで、
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シールドボックスの蓋１１を閉める動作と、ワーク１００およびコネクタ１４との接続と
が同時に完了するため、工数が低減し作業性を向上させることができる。
【００１９】
また、ワーク保持部１２により、筐体１０内でワーク１００の位置が固定されるために、
エア接続による測定時に安定したシールド性能を確保でき、測定を安定して行うことがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】上記実施形態のシールドボックスの透視斜視図である。
【図２】上記実施形態のシールドボックスの側面図である。
【図３】従来技術のシールドボックスの透視斜視図である。
【符号の説明】
１０…筐体、１１…蓋、１２…ワーク保持部、１３…ガイドレール部（案内部）、１４…
コネクタ、１００…ワーク（携帯電話）。
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【 図 ３ 】
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